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ネイチャーセンターからのお知らせ

サール条約湿地「風蓮湖・春国岱」には、毎年たくさんの渡り鳥がやってきます。冬を

ため、子育てをするため、移動の途中に休憩するため、北の繁殖地から南の越冬地に移

ときに、その途中に転々と連なる生息地を利用します。「風蓮湖・春国岱」は、そんな

にとって重要な生息地の１つとなっています。

蓮湖・春国岱」は渡り性水鳥の飛来が多く、中でも個体数が多いのは、カモの仲間、オ

チョウ、シギ・チドリの仲間です。2009 年度の調査では、ラムサール条約や東アジア・

トラリア地域渡り性水鳥重要生息地ネットワークの参加基準である推定個体数の１％

オオハクチョウ、コクガンが、0.25％基準をミヤコドリ、メダイチドリ、キョウジョ

ヒバリシギ、ヘラシギ、キアシシギがクリアーしていました。また、渡り鳥ではありま

、タンチョウも参加基準（１％基準）を超える個体数が「風蓮湖・春国岱」を利用して

た。

の渡り鳥が訪れる「風蓮湖・春国岱」には、まだ豊かな

境が保たれています。2005 年にラムサール条約に

れ、今年で 5 周年をむかえます。新たに東アジア・

トラリア地域渡り性水鳥重要生息地ネットワークへ

をめざして、取り組んでいます。

アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ

ールドボラ

では、野鳥や自然

らでも、経験がな

■ 対象：

■ 保険料

【 お問合

■

9 年度もオオハク

た。合計６回の調

29 日の調査では

58 羽が確認されま

ハクチョウは、氷

などの水草を食べ

をピークにどんど

ると風蓮湖にやっ

ヒドリガモ ハマシギ
ボランティアの活動

ンティア募集中！！

の調査や観察会などを行うボランティアスタッフを募集しています。

くても始められますので、気軽にお問合せください。

高校生以上

：300 円（年間）が必要となります。

せ 】電話 0153－25－3047

風蓮湖・春国岱で活動しませんか？

オオハクチョウの数を数えました ■

チョウの個体数調査を行

査を行い、最も数の多かっ

、風蓮湖・温根沼を合わせ

した。

の解けた風蓮湖や温根沼で

、渡りのための体力を蓄え、

んと渡っていきます。また、

てきます。
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自然観察路周辺の自然情報 * ５月 *
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■ 事前にお申し込みが必要です。

■ 野外での解説は、学校など自然体験を目的とした団体などに限らせていただきます。

→詳細など、お問合せはネイチャーセンターにご連絡ください。（電話 0153-25-3047）

① 野外解説・自然学習 （～2 時間 ／ ～20 名）

② 春国岱の自然 （映像） （15 分～25 分 ／ ～45 名）

③ 自然クイズラリー （約 1 時間 ／ ～50 名）

④ タンチョウ、カモ類に関する学習ゲーム （30 分～2 時間 ／ ～20 名）

⑤ 施設概要説明 （30 分～2 時間 ／ ～45 名）

～メール配信のお願い～

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりをﾒｰﾙ（PDF 形式）で

配信しています。経費削減のためご

変更いただける方は、下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

まで、ご自身のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをお知らせ

下さい。ご協力をお願いいたします。

連絡先： nemu_nc@marimo.or.jp

※ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上

でもご覧いただけます。

団体の方へ～解説ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのご案内～

イイイ べべべ ンンン トトト・・・展展展示示示情情情報報報

日時：10

月 3 日

★ゴールデンウィーク・クラフトコーナー

春国岱やネイチャーセンター周辺で拾ってき

た自然の素材を使って作品を作れます。必要

な道具や材料はセンターでそろえています。

もちろん、自分で拾ってきた材料も大歓迎で

す。

日時：3 月 27 日(土)～5 月 5 日(水)

９：００～１７：００（随時）

対象：どなたでも

会場：根室市春国岱原生野鳥公園

ネイチャーセンター１階

参加費：無料

申込み：不要

★春の森で小鳥に会おう！

子育てのために春国岱にやってくる小鳥たち

を観察します。草原でさえずるノビタキや森

でエサを探すキツツキの仲間など、いつもよ

り少し早起きをして、彼らのくらしをのぞい

てみませんか。

日時：５月２9 日(土)

７：００～９：３０ *雨天中止

対象：小学生以上(小学生は保護者同伴)

定員：２０名

集合場所：根室市春国岱原生野鳥公園

ネイチャーセンター１階

持ち物：外を歩ける服装、あれば双眼鏡・

望遠鏡、図鑑

参加費：保険代１００円

申込み：５月 25 日までに電話にて受付

（先着順）

★展示「エトピリカの暮らし」

根室にも生息するエトピリカの暮らしを、ゲ

ームなどを交えて紹介します。

日時：４月 2５日(日)～5 月２３日(日)

開館時間中
■住所■ 〒086-0074 北海道根室市東梅 103 番地

■電話■ 0153-25-3047 ■FAX■ 0153-25-8570

■ＨＰ■ http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html

■メール■ nemu_nc@marimo.or.jp

■5月の開館時間■ 9：00～17：00

■5月の休館日■ 6，7，11，12，13，19，20，26

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター
2010 年 4月発行


